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と も に 生 き る 子 ど も た ち
- ｢ ベ ン チ｣ ( リ ヒ ク ー

作) を読む
-

東京学芸大学教育学部附属世田谷中学校

野 中 三 恵 子

I
. 実 践研 究 の ね ら い

これは中学 1 年生の 1 学期に行 っ た文学教材 ｢ ベ ン チ｣ ( リ ヒ ク ー

作 上田真而子訳 中学国語 1 教育 出版

所収) の ｢ 読む こ と｣ の 学習に つ い て の報告 で ある｡ 中学 1 年生が こ の 教材をどの よ うな読んだ かとい うこ とを

まため たもの で ある｡ と同時に , 文学教育 の可能性 も明らかに した い と考え て い る ｡

な お こ の 実践は , 平成 1 2 年 6 月 2 3 日 に本校の 研究発表会 ( テ ー

マ ｢ 新 し い 中学校像 の創造｣ ) で公開授業

として 行 っ たも の である ｡ ( 指導助言者 田近淘
-

先生 早稲田大学教授
･

司会 鈴木仁也先生 東京学芸大学

教育学部附属高等学校教諭)

2 . 実 践 の 内 容

2 . 1 . 教材に つ い て

｢ ベ ン チ｣ は 『あの こ ろ は フ リ ー ドリ ヒ が い た 』 ( リ ヒ ク
ー

作 ･ 上 田真而子訳 ｢岩波少年文庫｣ ) の 中 の 作品

で ある｡ 1 9 4 0 年 の ドイ ツが 舞台で ,
ユ ダヤ人 の 少年 ｢ フ リ

ー ドリ ヒ｣ が ,
ユ ダヤ人 で はな い 少女 ｢ ヘ ル ガ｣

に 恋心を抱くが , ナ チ ス政権下に お ける ｢ ユ ダヤ人弾圧｣ と い う過酷な現実の もとに ,
そ の 恋もあき らめ なくて

は な らな い と い う話 で ある ｡

< 資料 1 > は ｢ ベ ン チ｣ 一

読後 の ｢ 初発 の 感想｣ で ある ｡ そ の 表か らも分か るよ うに,
一

度 の 読み で , あ る程

度 の 内容に つ い て読め て い る こ とが分か る ｡ そ の 一

方 で , 生徒は ｢ ベ ン チ と フ リ
ー

ドリ ヒ｣ や ｢ ヘ ル ガ の 行動｣

そ し て ｢ ユ ダヤ人差別に対するなぜ ｣ に こ だわ っ て い る こ とも分か る ｡ 人物を読むとい う こ とは , 登場人物
一

人

ひとりの 行動や 心理 を読む とい うことに なり, 状況を読むと言うこ とは , 時代背景を理解する ことに つ なが る ｡

初発 の 感想 で は ｢ ユ ダヤ人差別｣ に対する ｢ な ぜ ｣ と い う疑問が多か っ た ｡ ｢ な ぜ ユ ダヤ民族が差別されなく

て は な らな い の か ｡ ｣ ｢ 収容所とは どんな と こ ろ な の か ｡ ｣ フ リ ー ドリ ヒと ヘ ル ガを取り巻く状況がある程度分

か らな い と ｢ ベ ン チ ｣ と い う作品を深く読む こ と は難 しい ｡ そ し て そ こ か ら ,
｢ ベ ン チ｣ か らだ けで は, 分か ら

な い 情報を得 ようとい う活動が生まれ た ｡

ヘ ル ガに憧れを抱い た フ リ ー ドリ ヒ の気持ちを生徒たちは自分の 体験と重ね て 想像す るこ とが で きる｡ 二 人が

デ ー トをして い る情景を ｢ い い 感じ｣ と表現し, そ ん な 二人を ｢ うらやま しい ｣ と い う感想さえ 出た ｡ 教材文を

丁寧に 読む こと に よ っ て ,
二 人 の 気持ちを想像 したり ,

二 人 に 対し て 感想を持 っ たりする こ とが で きた ｡ こ の 行

為 (学習) こ そが , 文学を学習する上 で大切な こ と で あると私 は考え て い る｡

しか し
,
｢ ベ ン チ｣ の 出現 で ､

そ れまで の 二 人 の ｢ い い 感じ｣ は吹き飛ん で し･まう｡ 公園 の ベ ン チに座 るとい

う何 でもな い行為の 前に ,
フ リ ー ドリ ヒは悩むの で ある ｡ 自分が ユ ダヤ人で ある こ とを知 られる と ヘ ル ガを失 っ

て しまうと考え たか らだ ｡ しか し, 緑 の ベ ン チ に 座 っ たと こ ろを人に見 られた らどうい う結果が待 っ て い る の か ｡

ま たそ の 後 の ヘ ル ガ の と っ た行動に つ い て ,
生徒は

一

人 ひとりが感想を持 つ の だ っ た ｡ そ し て , そ こ に つ きま

とう ｢ ユ ダヤ人差別 - の な ぜ｣ ｢ 収容所とは なんで ある の か｣ とい う疑問｡

短時間で はす べ て の 疑問や歴史を理解するの は難しいが ,
フ リ ー ドリ ヒ の苦 しみ ,

ヘ ル ガの 強さ , 優 しさ, そ

して 時代背景を想像 しようとする生徒の 姿を目の 前に するとき , 調 べ 学習など教材を ｢読 む｣ た め の 活動や新た

な読書活動な ど の , 文学教育の 可能性を信 じる こ とが でき る｡
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2 . 2 . 単 元 の 構想

2 . 2 . 1 単元 名 ともに生きる子どもたち
- ｢ ベ ン チ｣ ( リ ヒ タ

一

作) を読む
-

2 . 2 . 2 単元設定の 理由と こ の単元 に期待する こ と

中学 1 年生の 生徒 にと っ て文学的な文章を ｢ 読むこ と｣ の学習は ,
｢ オ ツ ベ ル と象｣ ( 宮沢賢治作) に続き ,

2 作品目で ある｡ すで に 生徒は ｢ 読む こ と｣ の 学習として , 叙述に即して , 登場人物の 心情を想像したり･ 出来

事や状況を理解したりするこ とを学習してきた ｡ こ の学習で も, 叙述 に 即して登場人物
の心情に迫り､ 自分たち

と同世代の 少年 , 少女に つ い て 読むこ とを大きな目標と した ｡

｢ ベ ン チ｣ は教科書の 中で は ｢ 発展｣ 教材 として 収め られて い るが , 本単元で は ｢ ベ ン チ｣ の 作品を読み深 め

る ため に, 教師の 説明だけで はなく ､ 必要な事柄を調 べ て物語の 状況に つ い て 理解する こともめあて と して い る ｡

そ の ため
,
通常より時間を多くと っ て指導計画を考えて い る ｡

｢ 状況｣ を読むこ と で , ヘ ル ガの ため に恋愛感情を抑えなければな らなか
っ た フ リ ー ドリセ の 苦しさ , 無念さ

を想像する こ とが で きる｡

ま た教材文だけで は ,
｢ きみ ｣ ( フ リ ー ドリヒ の ドイ ツ 人 の幼な じみ で ,

こ の 物語 の語り手) の存在が分か り

にくい な ど, 理解しが た い 所が ある｡ そ の た め ,
｢ ベ ン チ｣ の 出典 である ｢ あの こ ろは フ リ

ー ドリ ヒ が い た｣ の

一 部を紹介 し ,
フ リ ー ドリ ヒ や ｢ きみ｣ に つ い て の 理解 の 助けに な るように 考え た ○

こ の 学習をき っ かけ に , 今後 『あ の こ ろは フ リ
ー ドリヒが い た』 や 『ア ンネ の 日記』 な どを読む姿や状況を理

解するため の 活動する姿を期待 した い ｡

2 . 2 . 3 単元 の ねら い

①ナ チ ス政権下の ドイ ツ に生きる ドイ ツ や ユ ダヤ民族の 少年少女達の 姿を読み取 る
ことが で きる ｡

②登場人物の 言動を通 して ,
｢ フ リ ー ドリ ヒ｣ や ｢ ヘ ル ガ｣ の 心 の動きを捉え る こ とが で きる｡

③作品世界を理解する ために必要な情報を集めたり , 時代背景や状況に つ い て 理解 した りする こ とが できる ｡

④主人公の 生き方に感想を持 つ ことが でき る｡

2 . 2 . 4 単 元計画と学習の経過 全 7 時間

( 1 ) 全文を読ん で 初発の 感想を書く ｡ ( 1 時間)

( 2 ) 観点別 < ●人物○事件 ( 出来事) ◎状況 (様子) > に 分 けた初発の 感想の プ リ ン ト
< 資料 1 > を読ん で ,

学習課題 < 資料 2 > を つ くる ｡ ( 1 時間)

( 3 ) フ リ
ー ドリ ヒ と ヘ ルガの 心情 に つ い て 理解を深め る ｡ ( 4 時間)

( ② の ｢ 調 べ 学習｣ は必要に応 じ て 時間をとる ｡ )

①読み の 課題 < 資料 2 > を追究する ｡ ( 本時は 4 分 の 1 )

･ ベ ン チを前 に した フ リ
ー ドリ ヒ の気持ちの 変化に つ い て ｡

･ 緑 の ベ ン チ に座れなか っ た フ リ
ー ドリ ヒ に対する ヘ ル ガの 気持ちに つ い て ○

②読み の 課題を追究する ため に参考資料を調 べ る｡

< 資料 3 > ｢ 『ベ ン チ』 ( リ ヒ ク
ー

作) を読むため の 資料｣ < 資料 4 > ｢ ナ チ の 時代の 子どもたち｣

本校の 司書教諭 (村上恭子氏) の 協力に より作成した資料 ｡ 本校 の 図書館 にある文献か らリス トを作 っ た ｡

公開研究授業で 配 っ た資料 < 資料 5 > < 資料 6 > ｢ ナ チ ス ･ ドイ ツ 強制収容所の 主要所在地｣

( 『母と子で み る 2 ア ウ シ ュ ビ ッ ツ』 早乙女勝元編 草の根出版会 1 9 8 7 年所収)

< 資料 7 > ｢ 消 され て い っ た子 どもた ち｣ 『ア ウ シ ュ ビ ッ ツ へ の 手紙』

( 平和博物館を創 る会編 平和の ア トリ エ 刊 1 99 4 年所収)

< 資料 8 > ｢ ユ ダヤ人に対す る迫害年譜｣ ( 『あ の こ ろ は フ リ
ー ドリ ヒが い た』 リ ヒ ク

ー

作 岩波少年文庫

19 7 7 年所収)
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③ フ リ ー ドリヒとと ヘ ル が に対する感想を書く｡

( 4 ) 『あ の こ ろは フ リ ー ドリヒが い た』 の 中か ら 二 つ の 話を読む｡ ( 1 時間) )

｢ ボ ー

ル ( 1 9 3 3 年) ｣ ｢ 先生 ( 1 9 4 3 年) ｣

2 . 2 . 5 . 単 元 の評価

① 登場人物の 心情を理解 し, 自分 の考え を持 つ こ とが できたか ｡

② 登場人物の 置かれて い る状況や 出来事の 経過を, 理解する こ とが で きた か ｡

③ 友達の 発言を聞い て自分の 考えと比較したり , 自分の 考えを文章 に書い たりする ことが できる ｡

< 資料 1 >

1 年 A 組 ｢ ベ ン チ｣ 第 1 回 (6/ 1 9 日) 初発の感想より 6 月20 日 ( 火)

感想の観点

●人物

7 ●◎ドイ ツ人と 1 4 ● ヘ ル ガは ユ 2 1 ○ ヘ ル ガはな 2 8 ● ヘ ル ガの振 A 組 蕃

( )

ユ ダヤ人, ヘ ル ガ ダヤ人弾圧 に反対 ぜ フと
一

緒 に い る る舞い

と フリ ー ドリ ヒと なの で は◎キ
ー

ワ の か ◎ ユ ダヤ人弾圧は

○事件(出来事)

◎状況 (様子)

の関係 - ドは差別 ◎差 別 は よ く な

い
,
なぜ ユ ダヤ人

へ の 差別がある の

か

ひど い話

1 ◎ナチス ドイ 8 ●ヘ ル ガの言動 1 5 ● ｢ き み｣ と 2 2 ◎黒人 へ の差 2 9 欠席 3 5 ●ヘ ル ガ の気
ツ の ユ ダヤ人差 に嬉しくまた , 困 フ は ユ ダヤ人だ と 別と ユ ダヤ人 へ の 持ち
別を世に訴え て る フリ ー ドヒ の気 思う 差別がどう違うか ◎ ユ ダヤ人が ナゼ
い る 持ち ヘ ル ガの 気持ち も つ と知りた い 差別をされる のか

2 ○ ヘ ル ガはな 9 ● フ リ ー ドリ ヒ 1 6 ● ｢ きみ｣ も 2 3 ●フ は自分が 3 0 ●ヘ ル ガは差 3 6 ● ヘ ル ガは フ
ぜ黄色い ベ ン チ は ユ ダ ヤ 人だ ろ フも ユ ダヤ人だと ユ ダ ヤ人 で ある こ 別をしない人 リ ー

ドリ ヒを差別
に座 つ た の か◎ う○ 思 うo とを知られたくな ◎なぜ ドイ ツ は ユ して い な い
ユ ダ ヤ へ の差別 ○リ ン ゴも当時は ヘ ル ガは差別をい い o ヘ ル ガ は差別 ダヤ人を差別した

貴重なもの だ つ た けな いと思 つ て い に反発を持 つ て い の か
の だ ろう る

◎差別はい けな い

る

3 フ リ ー ドリ ヒ 1 0 ● フ か差別を 1 7 ● ｢ きみ｣ と 2 4 ● ヘ ル ガはな 3 1 ● ヘ ル ガは い 3 7 ●ヘ ル ガは ユ

が ヘ ル ガの 誘い さ れ て か わ い そ フ は ユ ダヤ人だと ぜ黄色い ベ ンチ に - い人だと思う○ 夕ヤ 人をどう思 つ
に喜び迷う気持 う○ ヘ ル ガ は心が 思う ○ 座 つ た の か ○ ◎ ユ ダヤ人を差別 て いたか ヘ ル ガは
ち 広い◎差別の な い ヘ ル ガ の気持ち ｢ きみ｣ は ユ ダヤ するの はやめた方 独 . フ と ｢ き み｣
◎ ユ ダ ヤ弾圧 世界を作れ ない か ◎ ユ ダヤ人用 ベ ン 人 で はな い の で は が い い は ユ ダ ヤ人◎ドイツの

チ に驚い た ? ユダヤ人への差別.物々交換

4 ●ヘ ル ガは優 1 1 ○ ヘ ル ガが黄 1 8 ○ なぜ フが へ 2 5 ●ヘ ル ガは フ 3 2 ● ヘ ル ガ は フ 3 8 ● ヘ ル ガ は何
しい 色の ベ ン チに 座 つ ル ガ の誘い に答え を ユ ダ ヤ人だとな を差別 して い な 人か ?
ま る ヘ ル ガが フ た の はすごい なか つ たの か ? ぜ わか つ た か ? い o フ は嬉し い フ は ヘ ル ガを好き
と一緒に い たわ ◎フリ

ー

ドリ ヒを ◎外出禁止時間 ユ ◎ ヘ ル ガが黄色い ◎ ユ ダヤ人弾圧の だが
けは ? 通し て差別の悲し ダヤ人とい る こと ベ ン チ に座 つ た 理 為会えない 二人 弾圧 の ため に離

さを知 つ た 由 れた

5 ● ヘ ル ガは フ 1 2 ● ヘ ル ガは ド 1 9 ○ フ リ ー ドリ 2 6 ● ヘ ル ガの気 3 3 ◎太平洋戦争 3 9 ○ フが ヘ ル ガ
リ ー ドリ ヒを差 イ ツ人で はな いか ヒはなぜ ヘ ル ガ の 持ち の 頃ユ ダヤ人は ド と仲良くな つ た
別しな い , 勇気 ○ベ ンチ に座る ヘ 誘 い に 返事をしな ○お父さん の 言葉 イ ツ人からひど い ◎ ユ ダヤ人 へ の差
があり, エ ラ イ ル ガ は勇気がある か つ た の か ◎ ｢ ぼく｣ も ユ ダ 差別を受け, が ん 別

◎ ユ ダヤ人 - の差

別は戟争の せ い か

ヤ人だろう ば つ て きた

6 フ は ヘ ル ガを 1 3 欠席 2 0 ● ヘ ル ガ は何 2 7 ● ヘ ル ガ は ユ 3 4 ◎ ユ ダ ヤ人 は 4 0 ○ フ が ヘ ル ガ
あ き ら め て い 人か ? ○ ヘ ル ガは ダヤ人 と歩い たり どうし て差別され を追いかけたの は
る○ 父 は フ の こ い つ フ を ユ ダ ヤ人 して差別 に反対し たのか o 私がそ の リ ン ゴ を は しか つ
と を心配 し て

い る○

◎ ｢ きみ｣ の

視点が気に なる

だと分か つ たの か
･ フ - は ヘ ル ガが

好きだ つ たか ?

て い ると思う 立場だ つ た らとま

どう

た こともある
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2 . 2 . 6 . 公 開研究授業の 展開

( 1 ) 本時の ね らい

① こ の物語の 中で描かれて い る状況や 出来事が 分か る ｡

② ベ ン チ の 前 で座る の をた めらうフ リ
ー ドリヒ と ベ ン チ に 座 っ て い るときの フ リ ー ドリヒ の 気持ちを想像す る

こ とが で きる ｡

③友達の 発言を聞い て 自分の考え と比較したり ､ 自分 の考えを文章に 書い たりす る ことがで きる ｡

( 2 ) 本時 の 展開

過程 学習内容と学習課程 指導上の 留意点

導入

展開

結び

1 友達 の感想や疑問な どを知り, 今 日 の 学習の ね ○座席表に書い た プ リ ン ト < 資料 2 > を作成

ら い と方法を確かめ る o ､ 配 る○

を想像す る○

特 に着目 させ た い 表現

2

ベ ン チ に座 るの をた め ら つ た フ リ ー ドリ ヒ の ノ

① 1 2 2 頁上段 2 行目から下段 5 行目ま で を, フ リ

- ドリ ヒと ヘ ル ガの 様子が分か る表現に線を引き ･ ベ ン チ の 前 に 立 つ たまま
, 足を踏みか えた

なが ら読む ○ りし て , も じもじ し て い たo

数人 の 生徒が音読する o

② 本時の 場面まで の 状況 と出来事の 経過を叙述に沿

･ そわそわ辺りを見回して い たんだo

･ もぞ もぞ して たん だ なo

･

うわ の そ らだ つ た か らo

･ お礼を言うの さえ忘れて い た o

○生徒の 発言を関連づ けなが ら板書す る○

○読 みを深め るた めに ,
｢ 収容所｣ の こ とが

書 い て ある本や ｢ ユ ダヤ人迫害の年表｣ な

つ て 確認するo

③ フ リ ー ドリヒと ヘ ル ガの 心情 に つ い て 想像 した こ

とを話し合う ○

④ ｢ 収容所｣ ｢ ユ ダヤ人迫害 の年表｣ な ど の 資料を

どの 資料を配 る○ こ の 資料は , 読 み の 理解

を深め る ため の き つ か けで ある o ど の よう

な資料が他に あ るか , ま た ど こ に あるか ,

読む○

3 本時 の学習感想を書 い て 発表する○

調 べ 方な どを簡単 に説明する○

○資料を読ん で , 今ま で の考え と変わ つ た こ

とや更に深ま つ た こ と
, も つ と知りた い こ

とな どが あれば書く ように 伝え るo

( 3 ) 本時の 評価

① こ の物語の 中で 措か れ て いる状況や 出来事が分か っ た か ｡

② ベ ン チ の 前 で座 る の をた めらうフ リ
ー ドリヒ と ベ ン チに座 っ て い るときの フ リ ー ドリヒ の 気持ちを想像す る

こ とが で きた か ｡

③友達の 発言を聞い て 自分の考え と比較 したり, 自分 の 考え を文章に 書い たりす る ことが できたか ｡
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< 資料 2 > ｢ ベ ン チ｣ 第 2 回 ( 6 / 2 0 ) 感想文より 6 月 2 3 日 ( 金)

感想文 7 ) 知 らな ければ 1 4 ) な ぜ ユ ダ 2 1 ) 収容所の 2 8 ) ヘ ル ガが A 組 番

( )

･ 知りた い こと ならない ことは ユ ヤ人を差別する 中の こ と, 町中 黄色のペンチに座つたのは｢ ユ

･ 疑問 ダヤ人に対する差 の か , 歴史を調 での 差別 ,
｢ ぼ ダヤ人矧王｣ への反対か, それ

･ 登場人物に つ 別o ベ て い きた い ヘ く｣ ,
｢ フ｣ の はど｢ 7 ｣を好きだつたのかo

い て の 感想な ｢ フ ｣ と ヘ ル ガの ルガの ような人 と, ダ ビデ の 星 そ の後 の 二 人と

ど 行動にはとて も意 もい る の だ から をも つ と知りた 制限されす ぎて い

昧が あるo 反対 の人もい た

の で はな い か ○

い ○ る ユ ダヤ人の 生

活を知りたい ○

1 ) 当時 の 独を 8 ) ｢ フ｣ を ユ ダ 1 5 ) ｢ フ｣ の 2 2 ) ヘ ル が は 2 9 ) ユ ダヤ人 3 5 ) ユ ダヤ人

も つ とよく知 る ヤ人だ と分か つ た お父 さん の 言葉 収容所が怖くな へ の 差別はなぜ 弾圧の 本当の 原

た め に 調 べ て フ ときの ヘ ル ガ の 気 を考え た い ○ 黄 い の か o ｢ 7 ｣ 起きた の か o そ 因は何か ○ ヘ ル

リ ー ドリ ヒ や ヘ 持ち○ 色 い ベ ン チ に座 は コ ン プ レ ツ ク の 実態は ○ 独 ほ ガが黄色い ベ ン

ル ガ の 立場や心 知 られた ときの つ た ヘ ル ガを立 スが ある の か o ど こ と戦争して チ に座ろうと思

境 を 理 解 し た ｢ フ｣ の 気持ちo た せ , 自分 は座 ｢ きみ｣ は独人 い た の か o
二 人 つ た 理 由o ｢ 7 ｣

い o 収容所に つ い て ○ ら なか つ た理帥○ で は な い の か o の 気持ちはo の 父親 の 気持ち

2 ) も つ と ユ ダ 9 ) ユ ダヤ人が差 1 6 ) ユ ダヤ人 2 3 ) ユ ダヤ人 3 0 ) ｢ フ｣ が 3 6 ) フ リ ー ド

ヤ人 へ の 弾圧の 別されたの か知り で はな い ヘ ル ガ を差別する本当 ユ ダヤ人 とばれ リヒ は ヘ ル ガを

こ とや収容所の た い ○ が ユ ダヤ人用の の 理 由を知りた た ときの 二 人 の 恩 つ て森に行か

こ とを知れ ば ｢ フ ｣ は差別をな ベ ンチ に 座 つ た い
○
ユ ダ ヤ人は 気持ちを知りた なか つ た の で は

｢ ベ ン チ｣ の 見 くしたか つ た ん だ らや つ ぱり収容 どうや つ て生活 い o ヘ ル ガ は , な い か o ヒ トラ

方 が 分 か る は ろうo 所行きに なる の し て い た の か ○ ｢ 7 ｣ と 仲良くな
-

の こ とをも つ

ずo ヒ トラ
-

の ことも か ○ りん ご の種
一

緒 に入 ると 二 りたか つ た の で と知りた い o

調 べ た い o 類 は何か ○ 人は つ れ て 行か

れる の か ○ ダビ

デの 星は何か ○

は な い か o

3 ) フ リ
ー

ドリ 1 0 ) フ リ ー ドリ 1 7 ) ヘ ル ガ の 2 4 ) ヘ ル ガが 3 1 ) 昔 の ナチ 3 7 ) ヘ ル ガ,

ヒ が ヘ ル ガ の り ヒに対す る ヘ ル ガ 言 動 か ら す る 黄色い ベ ンチ に ス ドイ ツ の こ と ｢ フ｣ の 気持ち

ん ごを狙 つ て い の 気持ちを知りた と, ヘ ル ガはた 座 つ たら本当に を詳 しく知りた をみん なに聞い

た が , 出か ける い ○ ユ ダヤ人弾圧 ぶ ん ドイ ツ 人だ 収容所行きなの い ○ て み た い o 父

約束まですると の 実態を詳 しく知 ろう○ ヘ ル ガと だ ろうか ○ ヘ ル 菓乱 ｢ ぼく｣ の

こ ろを考え て み りた い ○ ｢ フ｣ は両思い ガ の 誘 い を断 ら こ と も知 り た

た い ○ だ と思うo なければな らな

い ｢ フ｣ は可哀

想 o

い o

こ れか ら 二人は

どうな るの か ○
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4 ) 収容所 は ど l l ) ベ ン チ に ま 1 8 ) ヘ ル が複 2 5 ) 収容所行 3 2 ) ベ ン チ に 3 8 ) ナ チ ス ド

れだけひ どい所 で 差別する理由o 雑な気持ちでは きに な つ たら, 座 る こ とも差別 イ ツ が ,
なぜ ユ

か ,
ユ ダヤ人 と ヘ ル ガは差別に 反 なか つ た か ○ 二 ど ん な こ とをさ されて い る の は ダヤ人を差別 し

い る こ と, 外出 対 してい る ○ 差別 人は文通等で連 れるの か ○ 知り や りす ぎo 黄色 た の かが分か ら

時間を破 るとど の た め に 会えな い 絡できなか つ た た い ○ の ベ ン チ に座る な い o

ん な刑が待 つ て 二 人 が か わ い そ の だろうか ○ こ とは どうい う

い る の か ○ う○ な ぜ ユ ダヤ人を

差別したか o

意味な の だろう

か ○

5 ) ユ ダ ヤ人が 1 2 ) 座 つ て は い 1 9 ) こ の 話 の 2 6 ) フ リ
ー ド 3 3 ) ユ ダ ヤ人 3 9 ) ヘ ル ガ は

差別される理 由 けない ベ ン チ に座 中で ベ ン チ に 座 リ ヒは ヘ ル ガが の 黄 色 の ベ ン どう い う気持ち

と収容所の こ と る気持ち ○ ヘ ル ガ る こ と はな に を 好き ○ で も
ヘ ル チ

, ドイ ツ人 の で , フ リ ー ドリ

を知りたいo は森 で 待 つ て い た 意味す るの だ ろ ガは どうな る の 緑 で ある と決め ヒが そわそ わし

フ リ
ー ドリ ヒと のか ○ 戦争 , 差別 うか ○ こ の 話 の か o ユ ダヤ人を られ て い る差別 て い る の を見 て

ヘ ルが の 関係が の こ と, 物語 の そ 最後は どうな る なぜ差別するの は どうい うこ と い たか o
ユ ダヤ

分か る の で は o の 後を知りた い の か ○ か o な の だ ろうか ○ 人 と ドイ ツ人 は

なぜ 一

緒 に歩け

なか つ た か o

6 ) 独 が ユ ダヤ 1 3 ) 公園まで差 2 0 ) どうし て 2 7 ) ドイ ツ 人 3 4 ) ヘ ル ガは 4 0 )
ユ ダヤ人

人を差別を肯定 別する理由, ユ ダ ユ ダヤ人を差別 は ユ ダヤ人を弾 フ リ ー ドリ ヒと をなぜこん な に

した の か ○ ヘ ル ヤ人 の す る の だ ろうか 圧 しな い で , 仲
一

緒 に る ことを 差別するの かo

ガは正常な の だ 物の販売禁止な ど ヘ ル ガは どうし 良くで きなか つ どう思 つ て い る ｢ きみ ｣ は フ リ

と思う ○ 差別に つ い て 知り て フ リ
ー ドリ ヒ た の だろうか o の だろうか ○ ヘ - ドリ ヒとどう

ヘ ル ガの 気持 ち

を考え た い ○

た い ○ と 一 緒 に い た の

か ○

ル ガは ユ ダヤ人

の こ とをどう思

つ て い る の か o

い う関係か o

2 . 3 . 生徒の読みに つ い て

生徒 は ヘ ル ガと フ リ
ー ドリ ヒ の 置かれて い る状況を, 資料な どを読み なが ら想像 した ｡ フ リードリヒ は緑の ベ

ンチ に ヘ ル ガと
一

緒 に 座 る こ とが で きな い ｡
｢ 緑 の ベ ン チ｣ は フ リ

ー ドリ ヒ に と っ て ｢ た だ もうお そろ し い ｣ も

の である ｡ もし
一

緒 に座 っ て い ると こ ろを, フ リ
ー

ドリ ヒ が ユ ダヤ人で ある こ とを知 っ て い る者 に見 られた とし

たら, フ リ
ー ドリ ヒも ヘ ル ガも ｢ 収容所｣ に送られて しまう｡ し か し, フ リ

ー ドリ ヒ が緑 の ベ ン チ に座れな い こ

とが ヘ ル ガに 理解 され ると い う こ とは ,
ヘ ル ガを失 っ て しまうこ とを意味す る｡ フ リ

ー ドリ ヒ は緑 の ベ ン チ の前

に苦しむの で ある ｡ 黄色 い ベ ン チ に 二人 で座 っ て も, 二 人 の こ とを知 っ て い る者が 現れれば同じ結果が待 っ て い

る｡ 生徒の 発言や書い たもの か ら, こ こまで の状況や 二人 の 心理 は想像が可能 で あ っ た o

問題 は, 次 の 点 で ある. フ リ
ー ドリ ヒが ユ ダヤ人 である こ とが ヘ ル ガ に 分か ると なぜ 二人 の 関係が壊れて しま

うの だろうか ｡ ｢ ユ ダヤ人イ コ
ー ル差別される者｣ と い う図式が 中学 1 年生に当たり前 の ように認識されて しま
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っ て は , 私 は ｢ おか しい ｣ ､ と思 っ て い る ｡ ｢ な ぜ ユ ダヤ人, ユ ダヤ民族が差別 された の か｣ ｢ 差別 の上 で , 互 い

に ひかれ合 っ て い る フ リ ー ド.) と と ヘ ル ガが別れ別れにな らなければい けない 矛盾｣ それらをこ の お話の 感想と

して持 っ て 欲しい と思 っ て い た ｡

ま た , 最後に ｢ 森 へ 行きま し ょ う｣ と い う ヘ ル ガの 誘 い に対して , 自分たちの 置かれて い る状況を考え るとと

て も ヘ ル ガの 誘 い を受ける ことの できない フ リ ー

ドリ ヒ の 気持ちや , 勇敢に も自分の 意志を貫 こ うとする ヘ ル ガ

の 人物像に触れて い る生徒もい た ｡

ヘ ル ガは どん な人物 なの だろうか とい う問い に対して は < ヘ ル ガは ｢ 優 しい ｣ とか ｢ 心が広い ｣ とかで はなく

て ,
フ リ

ー

ドリヒが好きで , そ の 気持ちに正直に な るた め に ,
｢ 森 で会う｣ こ とを考え たのだ｡ > < 勇気があり

優 しい ｡ フ リ ー ドリ ヒ に好意を持 っ て い る｡ 差別をしな い ｡ 心 が広 い ｡ 自分 の 意思が あり , 人 に 左右されな い ｡

正 しい こ とをや る人｡ > と い っ た こ とがあげられ た ｡ ｢ 優 し い ｣ と い うよりは ｢ 強 い ｣ 心を持 っ て い る の だ , と

い うように ｢ 強さ ･ 正 しさ｣ に憧れ を抱く生徒も多か っ た｡ 以下は生徒が書い た感想の 一

部 で ある｡

フ リ ー

ドリ ヒ は , き っ と本当は森に行きたくて , 行きたくて , 仕方な い の だ けれ ど , 狂 わ しい ほど悩ん だ

に ちが い な い ｡ 自分は そ こま で い か な い けれ ど, そ ん なような状態が あるの で , フ リ ー ドリ ヒ の 気持ちが よ

く分か る｡

ヘ ル ガ は フ リ ー ドリ ヒ が ユ ダヤ人だ とわ か っ て も, フ リ ー ドリ ヒが 悲しまな い ように ふ るま っ て い る ｡ フ

リ ー ドリ ヒは ヘ ル ガの こ とが と て も好きだから, ヘ ル ガ に ユ ダヤ人で ある こ とが知 られてと て もシ ョ ッ クだ

っ た と思う ｡ で も, お互 い に 二 人が思い や っ て い る の は同じだと思う ｡

ユ ダヤ人の 自分に も, 普通 の人と同じようにふ るま っ てくれる ヘ ル ガ の 優しさ を素直に 受け止められない

フ リ ー ドリ ヒをか わい そうに 思う｡ ま た
,
ヘ ルガが 大切だからこ そ

一

緒 に い られな い フ リ ー ドリヒをか わい

そ うに 思う｡

僕 は フ リ
ー ドリ ヒ は

,
ヘ ルガ に気を使 っ て い る つ もりで も, ヘ ル ガに と っ て は ､ 悪く言えば, 余計なお世

話だ と思う ｡ 逆 に ヘ ル ガ に 気を使わ せ て い ると思う｡ 確か に , フ リ ー ドリ ヒ は ヘ ル ガが い っ し ょ に い る と こ

ろを見 られ た ら収容所行きだけれども, ヘ ル ガ の 気持ちとして は普通に付き合 っ て ほ しか っ た と思う｡

私 は フ リ ー ドリ ヒ の 気持ちが よく分か るような気が します ｡ フ リ ー ドリ ヒは ヘ ル ガ の ことを思い
, 郊外 の

森 へ 行か なか っ た - ･ ･

. そ ん な フ リ ー ドリ ヒは人を思い やり, そ して や さ し い人柄だ と思い ます｡ 私も

｢ フ リ ー

ドリヒ｣ そ し て ｢ ヘ ル ガ｣ の ような人 に なりた い - ･

｡ ;
1
11~ ~J L~ ーー

｢
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フ リ ー ドリ ヒ は本当は ヘ ル ガ と森に 行きたか っ た の に自分が ユ ダヤ人で あるがた めに そ の こ とを断念 しな;
l

ければな らな い の で
, 私 は と て もか わ い そうだ と思う｡ もし自分が そ の 立場に置かれた らやりきれない 気持

ちで い っ ぱい だと思う｡

フ リ ー ドリ ヒ は , 最後 に 森に行か なく て , 最初は ひど い と思 っ た ｡ だ が , 後 の 方 で , 収容所行きとい うこ

とを知 っ て ,
フ リ ー ドリヒは人の ため に

, 自分をがまん するや さしい人だと思 っ た ｡

- 4 4 -



町の 公園と違 っ て 森 に は, 黄色 い ベ ン チ もな い し, 行けばよか っ た と思う｡ 森の 中 に入れば, 人もい な い

だろうし, 落ち着い て話が で きた の で はな い か ｡ で も, 森 で ヘ ル ガと会う と次の 時も会わ な い と い けなく っ

そ の とき に 見 つ か っ た ら ･ ･ ･ ･

｡ な の で , 会 わ なく て よか っ た よ･うな ,
い けなか っ た よ うな ｡ どちらとも

い え な い ｡

フ リ ー ドリ ヒ は ,
ヘ ル ガの ことを本当に よく考え たか ら, 日曜日に行か なか っ た の だと思う｡ ただ自己中

心的に ヘ ル ガと会い た い と言うだ けで , 出か ける の は ヘ ル ガが かわ い そう ｡ で も, ヘ ル ガが さ そ っ た の だか

ら会 っ て もよか っ た の か もしれな い ｡ で も, フ リ
ー ドリ ヒ と会 っ た こと で 収容所 に 行 っ て しま っ た ら, 大変

だか ら, フ リ ー ドリ ヒ は よか っ た と思う ｡

フ リ
ー ドリ ヒ も ヘ ル ガ も相手を思いや る気持ちが あると思う ｡ ヘ ル ガは人種差別をせず ､

と て もえ ら い ｡

フ リ _ ドリ ヒ と ヘ ル ガ の 性格が少 しかみ 合わなか っ た か もしれない けれ ど ,
二 人 の性格が あ っ て こ そ の 二人｢

だ と思う ｡

ヘ ル ガ は強 い 心を持 っ て い る｡ 見 た目に と らわれない ｡ 相手 の 気持ちを分か っ て あげて い る ｡

ヘ ル ガは優 し い だ け で はなく て , 勇気もある し ,
な に より人の気持ちを分か っ て あげて い る の が す ごい と

思 う｡ フ リ
ー

ドリ ヒ が こ の 話をし て い る ときに ヘ ル ガは何をして い る の だ ろうか ｡

l

】 と に かく ,
フ リ

ー

ドリ ヒ と ヘ ル ガ ニ人 ともと て もか わい そうだ と思う ｡ 休 み に
一

緒 に 出か けた り, い い 感:
r l

i じだ っ た の に人種が違うだ けで 堂々 と 一

緒 に入れな い ｡ 最終的に 森にも行けな か っ た ｡ ま た ヘ ル ガを収容所;
l l

l

: に 行かせ な い ように 思い や る フ リ
ー ドリ ヒ は優し い 人だと思う ｡ もう こん な時代が釆 なければい い と思 - た ｡:

1 1
L
_ __ __ __ー_ー__ __ __ __ ー__ __ __ __ ___ Pー_i _ー___ __ __ 【ー_ー__ _ーー__ __ __ー【ーー_ __ -_ __ __ _- __ _- I-一一一-

｣

I -

1 1

: ヘ ル ガは本当に 勇気の ある人. 私 とし て は , 最初 ,
ヘ ル ガ っ て フ リ

ー ドリヒ の こ と本当に好きな の か な ? :
I I

ミと思 - た けれ ど , 最後 の 方 で は好きなんだな と い う こ とが 分か りま した｡ ヘ ル ガ は心が 広い とか い う の で は:
1

1 【

: なく て , 差別が 嫌い で , 自分 の こ こ ろ に 正直に 生きて い る の だ と思い ま した｡ :
l l

】 1

2
.
4 . 研究 の 考察

文学教育偏重に対す る批判や , 国語 の 時数減の 現実の 中で ､ 文学教育はい か に ある べ きか は授業実践者に と っ

て 大きな課題 で ある｡ ｢
一 つ の 文学作品を じ っ くり読み味わ わせ る｣ と い う の が ､ 私自身の考え で あり, 公開研

究会に来られ た参会者 の多くの 意見で もあ っ た ｡ 今回 の研究授業は , あ る場面 ｢ ベ ン チをめ ぐる 二人｣ を中心に

取り上げ, 登場人物の 気持ちの 変化の 様子を話 し合 っ た ｡ 黄色 い ベ ン チ の 存在が ,
二 人 の楽 し い 気分を

一

変 させ

た こ とを理 解させ ようとしたわけだが , 差別 の状況 , 差別 の状況や差別の 構造が ある程度分か らな い と 二 人 の 人

物像に 踏み込むこ とは難 し い ｡ ど の場面に 着目させ るか ,
ど の 言葉 に着目させ るか に よ っ て , 何を生徒か ら引き

出すの か ,
こ の こ とを明確 にする必要が ある ｡ こ の 話 の 冒頭 は, ｢ フ リ ー ドリ ヒ｣ が ｢ ぼく｣ の 前に < 不意 > に

現れ ,

一

方 的 に 話し始め る の だが ,
｢ ぼ く｣ と ｢ フ リ

ー ドリ ヒ｣ の 関係 , 当時 の ドイ ツや ヨ
ー

ロ ッ パ の 時代状況

な どを前提 に しな い とよく分か らな い 部分が 多い ｡ そ の た め , 調 べ 学習や読み広げな どを通 して 補うこ と に した ｡

結局 , じ っ くりと読み 味わう時間を十分に とれたかとい う点 で は問題が残 っ た｡ し かも, 家庭学習に 頼 っ た部分

も多くな っ て し ま っ た ｡ ま た ,

一

人 ひ とり の 生徒の 読み十分引き出す こ とが で きな か っ た の は指導者の 今後の 課

題 である と思 っ て い る ｡

一45 -



3 .
｢ ベ ン チ｣ に 関する参考資料 ･ 文献

ハ ン ス エ ペ
一 夕 -

エ リ ヒ ク ー ｢ あの こ ろ は フ リ ー

ドリ ヒ が い た｣ 岩波書店 上 田真而子訳 1 9 9 5 年

- ン ス エ ベ
ー

タ
ー

- リ ヒ ク
ー ｢ ぼ く たちもそ こ に い た｣ 岩波書店 上田真而子訳 1 9 9 5 年

ハ ン ス エ ペ 一

夕
-

- リ ヒ ク
ー ｢ 若 い 兵士 の とき｣ 岩波書店 上田真而子訳 1 9 9 5 年

｢ ナ チ ス ･ ドイ ツ 強制収容所の 主要所在地｣ 『母と子で み る 2 ア ウ シ ュ ビ ッ ツ』 早乙 女勝元編 草の 根出版会

1 9 8 7 年

｢ 消 され て い っ た子 どもたち｣ 『ア ウ シ ュ ビ ッ ツ ヘ の 手紙』 平和博物館を創る全編 平和のアトリエ刊 1 9 9 4 年

中村龍 一

著 ｢ こ の 文芸教材で どん な人間認識を育て るか 中学 2 年 ベ ンチ｣ 『文芸教育 4 6 号』

西郷竹彦編集 明治図書 1 9 8 5 年

中村龍一 ｢ ベ ン チ｣ 1 9 8 4 年 1 0 月実践報告資料

荻野勝 ｢ 英語科の授業に 学 ベ
一

対話を取り入れ る｣ 教育科学国語教育 明治図書 1 9 9 9 年 1 月号

紅林定宏 ｢ ベ ン チ の 発問づくり｣ 教育科学国語教育 明治図書 1 9 9 2 年 1 月号

｢ 人権尊重の 精神に根づい た読解教材の 実践 と研究｣ 教育出版関西支社 1 9 9 2 年

石垣義昭 ｢ 『ベ ン チ の 教材 とし て の 価値に つ い て 』 田近淘
一 ･

須貝千里 編 ｢ 教材研究論集｣

教育出版 1 9 8 3 年

足立悦男 ｢ 『ベ ン チ』 論 一 視点構造と装置｣ 田近淘
-

･ 足立悦男編 『小説教材の 作品論的研究』

教育出版 1 9 8 3 年

田中美也子 『教材研究にお ける ｢ 作品研究｣ の 位置付け - ｢ あ の こ ろは フ リ ー ドリ ヒが い た｣ における教材研究

の視点を探 る
-

』 お茶の 水女子大学附属中学校紀要 ･ 第 1 4 集 1 9 8 4 年

田中美也子 『作品研究を指導の 中に どう生か したか
一

再び ｢ あ の こ ろは フ リ ー ドリ ヒがい た｣ をとりあげて 』

お茶の 水女子大学附属中学校紀要 ･ 第 1 6 集 1 9 8 6 年

拙稿 ｢ ともに生きる子 どもたち
- 『ベ ン チ』 を読む

-

｣ ｢ 教育と研究｣ N α7 ( 平成 1 2 年度文部省指定教育

研究開発実施報告資料) 東京学芸大学教育学部附属世田谷中学校著 2 0 0 0 年

< 資料 3 > ｢ 『ベ ン チ』 ( リ ヒ ク ー 作) を読む ため の 資料｣

｢ ベ ン チ｣ ( リ ヒ タ一作) を挟 むたd ) の 資料
参一号腎料と し て
H g1 韻】

◆ こ の L 】tけで 虻界J ) 歴史が b か る

◆
'

1 0 世紀 の ドラ マ l

◆ 世界 の歴史 28 弟 二次 世 界 大 戦 か ら米 ソ対 立 へ

◆ ビジ ュ ア ′レ版世界の 歴史 第二次世界大戦

◆ 7 7 ミリー版世界と 日本の歴史 1 0 現代 2
◆ 世界再発見 4 イ ギリ ス･ 中央 ヨーコ ン バ
◆ / ( / ラ マ 世界の歴史

◆ 朝日百科世界の歴史 2 0 世紀 1 1

◆ 世界各地のく らし ドイ ツ のく らし

◆ ユ ダヤ教の 人U : と

◆ 民族世界地図

◆ Eg) 現世界の紛争が よくb か る本

◆ ヒ トラー独裁 - の違

◆ 固執世界の歴史 6 現代世界の 試康

◆ ミワオーネ全世界事典② ヨ一口 ブ / i
◆ 2 0 世紀 の歴史 8 . 9

◆ 人物 2 0 世足

◆ 車凡社世界大百科

[ C D- R O M ]
◆ 世界大百 科事典

◆ エ ン サイ タ ロ / く デ ィ ア
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水･f-T光yi 潜
流売 qr聞杜腐

巾b 井大三郎著

荒井信一箸
鈴木菟蕃

P

.
S

.
フラ イ

野 田- 貞TS霜
ド ム ニ ッ ツ

浅井信雄

毎 日新聞社題

H

.
-一ネ

三 笠寄居

託売HT 聞社

中火公 論LE

詐故社

大月書店

同FLFl 舎出版

l帝政社

朝日 新聞社

ポ プラ社

リブリオ

新潮社

東京事籍

旬日 新開‡土

学研

羊研

日本メー〟ナ一夕I-
許談社

平凡社

日 立デ ジ タ /L ' 平凡 封:

マ イ ク ロ ソ フ ト

氏名

自分 で捜した資 料が あ っ た ら書き加 えてお こう



< 資料 4 > ｢ ナ チ ス の 時代の 子どもたち｣

ナ チ の 時 代 の こ ど も た ち

あの ころはフリード･) とがい た 岩 波暮 店 アン ネ ･

フランク JL 故の 7カ月 せrI) 書店

教科 書で 学習す る
[ ペ ン チ｣ は こ の 木 の- 瀬で

す
, 熱

一L ､ な ヒ トラ- ･ ユーゲン トと して
'
J > 年時

代 をす ご した著 者の 自伝 的な小挽 と言われ てい

呈す ｡
ヒ トラ

ー

政権下 の ドイ ツで ,
人 々 は しだ

い に反 ユ ダヤ の 嵐に巻き込まれて い き ます ｡
ド

イ ツ 人少 年の 巨か ら､ ユ ダヤ人少･牢 フ il - ドリ

ヒ の悲 顔ほ文名 に措い た作品 . ( 挙未に は T 牢な

注 と ､ 年表がつ いて い ます .)

ナチ ス ･ ドイツによっ て 迫零されたユ ダヤ人と

して , 多くの 人々の 記憶( = 残るの はr アン ネ
.

フランク｣ でしょう. 1 3 達で腐れ家に住むよう

に なり､ 2 年後に見つ かっ て逮捕され ,
1 9 4

4 年 , ア ウシ ュ ビらッの 収容所に移送され . そ

の 後別の 収 容所で ､ 解放 のわずか致題同前

に 亡くなっ て しまっ たアン ネ｡ 死 後 ､ 生き延び

た父親 がl蚤れ家時代の アンネの 日記を公開

し. 世 界的なべ ストセラ
ー になりました｡

ア ンネ が観利収容 所に連 れ去 られ , 無く なるま

での セ ケ 月間 に何が起 こ っ た の か ? あ と放題 関

生 き延 び られれ ば ､ 救 い 出 され たはずだ っ た の

に

思い 出の 7 ンネ . フランク 文■書軟

ア ンネ- 麦カ; 2 年 間 もの 長い 臥 破れ家で 暮ら

せた の は
､
こ の本 署者 ミープ

･

ヒ- ス さんを辻

じめ
､ 多くの 人 の 命が けの 善意カミあ っ たか らこ

そです ｡
ア ンネの 暮 ら しを外 から綴 っ た一冊

少女7 ンネーモの 足♯ 借成社

こ ち らは 7 ンネ を直接知 っ て い る人 たち 4 2 人

に在韓運 絡 をとり ､ 生 々 しb ｢ 証書 をあます こ と

なく伝 えた名著 ｡

アンネ
･

フラン ク ヘ の 事故 ポプラ社

アン ネ の 死後 5 0 年 を記念 して ､ も.
し今 7 ンネ

の 隠れ家 - 手妊 を送る とした ら何 を簸り.ます
か

と小中学 生に呼 U かけ ､ 1 冊 の 本 ができあカ
王り

ま した
｡

ア ン ネの E ]屯 ア ンネ ･

フランク事 文JE 書歓 アンネ ･

フラン ク 放れ女を守っ た人たち

i 3 議
-･ 1 5 歳 とい う多感 な時期を ､

ユ ダ ヤ人 こ の 本 はp ､ 平和の た 桝こ今も精力的 に執筆吉 敷

ゆ えに騰れ 家で ､ 息を詰 めてく らさなけれ ばな

らな か っ た 少女アン ネ. 彼 女が点っ た El 紀 は ､

5 0 年 が過 ぎた今 も ､ 時代 の証 人 として読み j牡

がれてい 恵す ｡

1 6 0 0 0 人のア ンネ
･

フランク 径暮Z*

ア ウ シ ュ ビ ッ ツ で殺され たの は 大人 だけで はな

い
.
たく
.
さんの 幼 い 生命 が容赦 なく # われ ､ 才

能 も花開 く前に 消された . チ ェ コ ス ロ / < キ ア の

テ レ ジ ン 収容 所 で 絵~を括 き ､ 縛 を書 い て い た

15 0 0 0 人 の子 どもた ちも -･ ｡ 収容所 に哉 された

40 0 0 枚 の 絵に深い 衝撃を うけた 著者オーEl 本 で暴

発会 を開き ､ 卓 u て こ の本 を出 しました ｡

そ の他に

◆ 写某ドキ ュ メ ン ト アウシ ュ ビ ッ ツ収容所

◆ アウ シ ュ ビ ッ ツか らの 亭耗

ナ チス の 時 代をえがい た作 品も多数 出版さ

れて います ｡ 中学生にも読めるもの としてい

くつ か紹 介します ｡ 作 品の なか には . 収 容所

で 深い 心の 傷をうけた人 々 が､ その後 の 人

生をどう生きたか
,
t

という重い臨席も投げか

けてい ます ｡

Ⅱ ア ウシ ュ ビ ッ ツを生きの ぴた又親の帯

ポ
ー

ラ ン ドで ユ ダ ヤ人狩

り にあ い . ホ t = コ ｢
.
スート

の 時代 を生 きの ぴ た父親

の 序放 と現在 の 文名 と自

分 の 時代 を重 ね合 わせ て

措 い たア ン ダ
ー グラウ ン ド

コ ミ ッ ク ｡
ユ ダヤ 人

はネズミ ,
ポーラン ド人はブタ に ､ ナ チ ス は ネ

コ に , と い うふうに全部載 軌 こ置き換えて , 溌

刻なテ ー
マ を扱 い なオ

i
らも時に ユ

ー

モ アを感 じ

させ る ｡
また

. 作者 はけ っ して父泉を典化せ す

等身 大の 父親 を措 こ うと努 力 して い る.
コ ミ ッ

ク ス と い う メティ 7'カ≡成功 し､ 1 3 カ国 で ペ ス

を続けて い る早 乙女腰元氏 が ､ 現地 を訪れ . ア

ン ネの 関係 者の 人 たち と詫 を して ､ 作ちれた 1

冊です . 隠れ家の 詳細 な イラス トや 写真 もあ り

ます ｡

トセ ラーとなる ｡

わたしは千年生きた 1 3 i[ の T 他 出
●

フツ N E E

1 3 諌 の少 女 エ リは ､ 金髪 の おさげの おか げで ､

潰 されず にす んだもの の , 地獄 を体験する ｡
お

よそ 1 年の 収容所で の 生活 は ,
エ リ に と っ て

10 0 0 年 も生 きた ような気がした とい う ｡ 著者 自

らの 体験 を ′ト脱化 したもの ｡

レナの 約束 レナ . ゲリツセム

アン ネが もし ､ 生 き の ぴて ､ 鋭 い 者轟眼で ア ウ

シ ュ ビ ッ ツ の 生者 を誇 っ た とした ら ､ おそ らく

この ような本に なるの では と . 勧訳 者オi あ とが

きで述
べ てい ます .

レ ナ方; 凄 限状態 の 中で どう

や っ て生き延び よう とし, 何 を心の 放 としたか .

す ぐれた ノ ン フィ クシ ョ ンです.

垂のむこうの壱 り 一 J - オル レフ 億成故

実･さんカミ魚倒収容 所に連れ てい かれ た あと ,
ぽ

くは ハ ツカネズ ミの ス ノ ー

と暮 らしてい た ｡ ア

パートの 壁 の 向こうは ポ
ー

ラ ン ド人 音で ､ 向 い

の 建物 の 窓に見 える少女の横 顔 をなが めなカ
≡ら

ぽく は
､L レ｢ つ かその少女とス ケ

ー

トをするの
_
を

夢見 てい た ｡
ポ- ラン ドの 廃城で 生き鼓 い た少

年の 助辞

垂の 向こうから尭た男 ト z) - 1 オA 'レフ
●

岩波書 店

1 4 歳 の マ レ クは下水道 変通 っ て
ユ ダヤ 人ゲ ッ

ト
ー

に荷物 を届 ける仕事 を手伝 うようにな っ た ｡

こ れ を ス リ ル蘭 点の 冒険の よう に思 っ て い た マ

レク だが ､ ゲ ッ ト
ー の ユ ダヤ人 と ドイ ツ軍 の 戦

い にまき こまれ･･･ ｡

組 氏

写X * 拝 ア ンネ
･

フランク 平和の 7 トリエ

こ れ11 T ン ネ
･ フ ラ ン ク財団 が ､

ア ン ネ の 生 い

立ちカ､ らそ の 後 まで を写実 で構 成 しなが ら . T

ン ネ の 生きた時代を伝えよう としてい ます ｡

こ の他 にア ン ネBa 係 の 本 として は

◆ 悲 P J の少 女アン ネ 借成杜

◆ アンネとヨ
-

ピ
ー

文芸春歌

◆ ア ンネ. フ ラン クの記憶 角川

◆ r ア ンネの El 記｣ を訊ねる 新 日本 出版

◆ もうひとつ の ｢ ア ン ネ の 8 紀 J

◆ ア ンネ と会 う康

ヒトラー率い るナチス による# 圧は ､ 多くの ユ

ダヤ人を苦しめました｡ その 時農の 歴史を壊

せに伝えることによっ て ､
二度 とこの ような過

ちを犯してい けない
- - そういう意 図で様々 な

本が出版されて います . また , 戦争 はけっ し

て過去 のもの でlまあL) ません ｡

ア ウシュ ビy ･J ツ 早乙 女J H 羊 のせ出度会

ア ウシ ュ ビ ッ ツ の ガ ス 室 で ､ い っ た い何 があ っ

f = の か ? そ の 末 冥に迫 る
一 冊です

･
でも , 早

.
乙

女氏 は言い ます ､ こ れ はアウシ ュ･
ビッ ツのほ ん

の一部分で しかない と･･･ .

ア ウシュビ p

J ツ a) 手哉 平和 のアトリエ 滋

戦争 当時 . ア ウシ ュ ビ ッ ツで行 われ てい た こ と

は
､ 一般の 人 々 には伝 え られませ ん で した ｡ 証

拠となる写末 を漁る こ とは ､ F イ ツ 兵 です らF F

空 a)ない JL L
･* .J ウスキ ー

されな か っ たそう です ｡
こ の 写 7( 集 は ､ た っ た

二人の 頚ばれたナチ ス 親衛隊 が写 した物 です .

それだ けに見るのカ
i つ らい です .

アウシ ュビッツ の子どもたち ク
'

J)ンピース出版会

ア ウシ = ピ ッ
L

y は ユ ダヤ人 を溝 別する場所 で し

た
｡ 恥ナる育 と働け か ､ 者 に｡ 高 さ 12 0 C M の

捧をく ぐらされ ,
ぶ つ か っ た子 lま左 にい き ,

A

チや捧 でたたかれ ながら毎 日 1 2 時 間働か さ
れ

ま した . 棒をく ぐり抜 けた子 どもは右 に行 き .

二度 と帰 っ てきませ んで した ｡
こ の 本 は今 の 私

たちに も鋭い 問い かけを してい ます ｡

子どもたちは泣いたか ナチ ズ ム と医学 大月書店

d ス 主 に送られる こ となく , 別 の 番所 に連れ て

行 かtl , た子どもた ちが い ま した ｡ 彼 らはナ チに

ょる人 件実叔 を受けさせ られ の です｡ そ して ,

そ の 証拠を消す ために･..,

ホ ロ コースト

大虐 熟 まナチス と 31ダ十人の 間 に急 こ っ た 過去

の こ とではな~い . ホ ロ コース トの 戦債 的な意 味

をあかす入門書

地茸をみた少年- ス J l ンヤ ー ド 岩波暮店

ナチ ドイツ占領下 のオ ラン ダで ､
1 6 歳 の ア メ

リカ国井 の少 年 / < リ
ー

は ､ 遂 に締 らわれ の 身 と

なり強制収容房送 りとなる｡ そ こ で の汚辱 と死 ､

凄虐 と狂 気 辛く も捕 虜交換用 の 外 国人と して

米 国
へ 脱tti できたノくリー少年の 定免 ｡

た
.

194 6 年 . 敗機 関iEi の ドイ ツ ｡
i 6 歳 の ア ン チ

ー

クと仲間たちは . 廃城 の 中 の 食料 貯雅庫 を秘鹿

の 場所に してい た . と こ ろが ある El : そ の 秘 也

の 粗れ家に ユ ダヤ人 の少年ア ビラム オ! 迷 い 込 ん

できた ｡
ユ ダヤ人Fま届け 出なく てはな らな い ｡

/

でも . 届 けた ら L
ア ビラ ムーまどうな っ て しまう

んだろう.･･ ?

彼の 名はヤシ コ ル シシュノフ

第二次世 界大戦東湖 ,
1 7 歳 の少 女p1. -レギー

ネは . 労他者 として致制連 行 されて来て い たが

-

ラ ン t
=
: 人青年 ヤン と出会い .

恋に落ちた ｡ だ

カ言ナチ ス が ｢ 下等人種l と してい る ポ
ー ラ ン F

人 とつ 巷 あうこ とは 大罪だ っ た . 短 い 幸せな 8 々

の 後, 二 人l ま重挿され ､ 引き服 され るカ
;.. . ｡

ケストナ ー ナチスに抵抗し& (ナた作意

r 飛ぷ 教室｣ や (ふた りの ロ ッ テJ で知られ る

ケス トナ- は F イツ の作 家で す ｡ 彼は多くの 知

托人 たち方
; ドイツ.を挺れ 亡命するなかで . ひ と

り F イツ に留まり 紗ナ､ 時代 の 証人 とな ろうと

しま した . 当時 の ドイ ツが どう変 わっ てい っ た

か を知 ることカi できます .

ゼ ルマの 辞J L__ ゼル マ
･

7 イジンガ ー

岩波暮店

～ 強制収容所 で死んだ ユ ダヤ人少女
-

東欧 の美しい街 にに育 っ た多感 な少声ゼル. ? は ､

うち つ づく戦 争とた えぎる迫 塞に さらされな方
王

ら､ 生き る希 望 ､ 愛す る人
- の 想 い を書き つづ

っ た ,
19 4 2 年収容所で 1 8 歳 の 生産 を閉じた彼

女の詩 集が友 人たち
_
の 手で奇跡的 に救い 出 され

ー4 7 -

ビデオ チャップリンの 教生者

チャ フ プリ ン が制作 ･ 監督 ･ 脚蕃 ･ 主演して

痛烈に ヒ トラ ー の 独裁政治を批判 した作品 ,
ニ

れは , ドイ ツがポ
ー ラン ドに侵入 した 王9 3 9 年に

･

クラ ン クイ ン して ､
19 4 0 年 に完 成した もの です ｡

制作 中lま絶 えず 脅迫に さらされ ､ まさに命 をか

けて換 っ た歴史上 に戻 る名作です ｡

アドルフに 告ぐ全五毒 手安治虫 文芸書軟

パ ン屋 の 息子 で日本に住む
ユ ダ ヤ系 F イ ツ人

の ア ドル フ 財
ミル

･
父親や 日本 の ドイ ツ漁領

事館見でナ チス 発見 ､ 母親 は日本人の ア F ル フ
･

カ ケ フ マ ン ｡ そ してア ドル フ
･ ヒ トラ

ー

｡ こ の

三人 の ア ドル フ の ､ も つ れあ っ た奇妙 な
一

生 を

措 い た作品 ｡

し7 ドI L
;7 1 1 告ぐ )



< 資料 6 > ｢ ナ チ ス ･ ドイツ 強制収容所の 主要所在地｣

( 『母と子でみ る 2 ア ウ シ ュ ビ ッ ツ』 早乙女勝元編 草の 根出版会 1 9 8 7 年所収)
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< 資料 8 > ｢ ユ ダヤ人に対す る迫害年譜｣

( 『あ の こ ろは フ リ
ー

ドリ ヒ が い た』 リヒク ー

作 岩波少年文庫 1 9 7 7 年所収)
一

九
三

八
年
｢

一

月
l

五
日

l

l

月
二
l

ニ

日

l

一

月
二

八
日

〓
一

月
三
日

モ

ん

･･}
よ

,

た

だ

じ

,

)

ひ

･

lI

し

ー

つ

ユ

ダ
ヤ

人
は
､

ボ

ブ
E
,

ム

で

受
け
た

あ

ら
ゆ

る

現
像
を
'

直
ち
に
､

自
己
の

費
用
で

始
末
し

な

け
れ

ば
な

ら

な
い
｡

丸
い

r
よ

ぅ
て

い

し

r
L

ダ

ヤ

人
の

商
店
や

手
工

業
所
の

営
農
停
止
｡

け
一
じ
.
_

ら

t
い

が

か

ん

て

ん

J

ん
か

い

L

Fゆ
ち
i
)

A
_

ラ

,b
ん

し

ユ

ダ
ヤ

人
の
'

劇
場
'

映
画
館
､

音
楽
会
'

展
覧
会
へ

･の
入

湯
禁
止
｡

t

い

と

た

い
+

)

I

ユ

ダ
ヤ

人
の

学
童
､

生

徒
が

全
員
'

ド

√

ツ
の

学
校
か

ら
退
校
T
t

)

せ

ら
れ

る
｡

坤
い

ぇ
い

上
い

ざ
J
_

ち

か

-;た
い

し

上
.

4

ん

ユ

ダ
ヤ

人

経
営
の

あ
ら

ゆ
る

営
業
が

解
体
処
分
き
れ
る
｡

と
く

Y

い

1

▲

と

.v
て

い

y

い

._
な

い

い

ざ

'
.

･L.ん
し

●

い

九
い

_1

つ

れ
い

特
定
の

時
間
及
び

特
定
の

域
内
内
で

の

ユ

ダ
ヤ

人
の

移
動

禁
止
｡

こ

の

命
令
は

発
令
と

同
時
に

ーl

つ
･

)

ケ

発
効
｡

,
ん
て

ん

_

ん

J_
A
+

し
▲

,
お

q

か

･<

+
上

か

し
-
(

I
止

ウ

し
か

ケ

r
(

ダ

ヤ

人
の

運
転
免
許

証

及
び

自
動
車
に

関
す
る
す
べ

て
の

許
可
証
没
収
｡

え
い

r
上

,
し
.
l

は

い

A

.+
く

◆

ー
i

Lし
.

1

う

け
ん

は

･･･
せ

･b
*

い

･b
･
f

I

し

ゆ
ウ

ユ

ダ
ヤ

人
は
､

所
有
す
る

営
業
所
を

売
却
し
､

･

N

た

有
価
証
券
や

宝
石
寮
を

供
出
し

な

け
れ

ば

な

〓
l

月
八
8

一

九
三
九
年
三

月
l

五
日

四
月
三
〇
巳

五
月
一

七
8

七
月
E
I

E

E
)

九
月
I

8

ら
な

い
｡

し

●

1
.
.
1

･IJ
I
･

▲
.
}

ユ

ダ

ヤ

人
の

大
学
で

の

修
学
禁
止
｡

ぐ
ん

し
ん

け
A

F

イ
ッ

軍
'

チ

言
に

進
撃
.

し

†
-

†
L
l

ん

杜

t
)

托

･^
Y

･b
.
_

}

4
I

い

t
ん

T

]

ダ

ヤ

人
に

対
し
て

は

借
家
人
保
護
法
の

適
用
が

制
限
さ
れ

る
｡

て

い
,
)

く
な
い

†

-

Jb
▲
.

)
ゆ

九

F

イ

ツ

帝
国
内
に

は

ま
だ

約
二

十
1

万
五

千
人
の

ユ

ダ

ヤ

人
が

居
色
｡

y

い

と

く

･b
上

う
か

い

か

に

ゆ
l

ユ

ダ

ヤ

人
は
(

ド

イ

ツ

帝
国
ユ

ダ
ヤ

人
協
会
)

に

加
入
し

な

け
れ

ば

な

ら
な

い
｡

た
い

'

J

t

か

い

た

い

t

ん
ば

つ

は
つ

第
二

次
世
界
大
戦
勃
発
｡

.
い

t

)

い

一
J

が
い

し
ゆ

つ

･b
ん

し

ユ

ダ
ヤ

人
は
'

夏
は
二

十
一

時
以

後
､

冬
は
二

十
時
以

後
'

外
出
禁
止
｡

九
月
〓
l

E
E

I

.

九
月
〓

三
t

z

)

l

○
月

〓
一

日

l

○
月
l

九
日

■

′

■

▲

ポ
ー

ヲ

. ン
'

･
･

に

お
い

て
ユ

ダ
ヤ

人
虐
殺
｡

じ

ゆ
し
ん

A

け
い

書
ウ

Jb
▲
う
し

ゆ
tl

全
ユ

ダ
ヤ

人
は
､

ラ

ジ
オ

受
信
機
を

警
察
に

供
出
し
な

け

れ
ほ

な

ら
な

い
｡

書
q

･r･t
い

○
モ

～

オ

-

ス

-
リ

ア

の

r
t

ダ
.ヤ
人
.を
ボ

ー

ヲ
ン

ド

に

強
制
輸
送
｡

Y

ん
し
.
1

,
-
ん

A

く

書
い

し

サ
ケ
C

_
I

ユ

ダ
ヤ

人
の

弁
償
金
が
､

十
二

億
五

千
万
ラ

イ
ヒ

ス

マ

ル

タ

に

高
め
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